
2022年度第 15回教育研究評議会議事概要 

 

１ 日 時  2023年３月 15日（水） 13:30 ～ 15:55 

２ 場 所  豊橋技術科学大学学長室 

３ 開催方法 オンライン会議（Google Meet使用） 

４ 出席者  寺嶋学長，角田理事・副学長，若原理事・副学長，足立副学長，田中副学

長，滝川副学長，柴田機械工学系長，佐藤機械工学系副系長，内田電気・

電子情報工学系長，松田電気・電子情報工学系副系長，南情報・知能工学

系副系長（代理出席），鈴木情報・知能工学系副系長，齊戸応用化学・生

命工学系長，髙島応用化学・生命工学系副系長，三浦建築・都市システム

学系長，中澤建築・都市システム学系副系長，岡田総合教育院長，石毛総

合教育院副院長，柴富エレクトロニクス先端融合研究所教授（代理出

席），後藤ＩＴ活用教育センター長，阿部事務局長 

５ 欠席者  中内副学長，井上副学長，北岡情報・知能工学系長，澤田エレクトロニク

ス先端融合研究所長 

６ 議 題 

〔審議事項〕 

（１）豊橋技術科学大学学則等の一部改正等について 

ア 次世代半導体・センサ科学研究所設置に伴う豊橋技術科学大学学則等の一部改正 

    等 

イ 人事院規則の改正対応等に伴う就業規則等の一部改正 

ウ 事務組織の改組に伴う豊橋技術科学大学事務組織規則等の一部改正等 

（２）地域中核・特色ある研究大学の連携による産学官連携・共同研究の施設整備事業 

の申請について 

（３）職業実践力育成プログラム（ＢＰ）として認定されたプログラムの廃止について 

〔報告事項〕 

（１）2023年度役職員及び委員会委員等について 

（２）令和５(2023)年度学内予算編成について 

（３）公開見積り合わせ制度の導入について 

（４）2022年度名古屋国税局税務調査について 

（５）令和４年度収容定員の充足状況による国庫納付について 

（６）SDGs 戦略及び推進マニュアルの策定について 

（７）高度専門職の選考について 

  ア 研究推進アドミニストレーションセンター 特定専門員（研究支援職員） 

  イ 研究推進アドミニストレーションセンター 特定専門員（研究支援職員） 

（８）国立大学法人豊橋技術科学大学における情報の格付け及び取扱制限に関する要領の

制定について 

（９）競争的研究費における制度改善について   



７ 議 事 

議事に先立ち，2022年度第 15回議事要録（案）について，原案のとおり確認され

た。 

 

〔審議事項〕 

（１）豊橋技術科学大学学則等の一部改正等について 

ア 次世代半導体・センサ科学研究所設置に伴う豊橋技術科学大学学則等の一部改正 

    等 

   若原理事から，資料「審議１－１」に基づき，次世代半導体・センサ科学研究所設

置に伴う豊橋技術科学大学学則等の一部改正等について説明があり，審議の結果，原

案のとおり承認された。 

   なお，文言等の軽微な修正に係る取扱いについては，学長に一任とすることが確認

された。 

また，各規則等については，規定に応じ，本日開催の代議員会及び３月 30日開催の

経営協議会に附議することが確認された。 

 

イ 人事院規則の改正対応等に伴う就業規則等の一部改正 

   人事課長から，資料「審議１－２」に基づき，人事院規則の改正対応等に伴う就業

規則等の一部改正について説明があり，審議の結果，原案のとおり承認された。 

   なお，文言等の軽微な修正に係る取扱いについては，学長に一任とすることが確認

された。 

また，各規則等については，規定に応じ，本日開催の代議員会及び３月 30日開催の

経営協議会及び役員会に附議することが確認された。 

 

ウ 事務組織の改組に伴う豊橋技術科学大学事務組織規則等の一部改正等 

   青山事務局次長から，資料「審議１－３」に基づき，事務組織の改組に伴う豊橋技

術科学大学事務組織規則等の一部改正等について説明があり，審議の結果，原案のと

おり承認された。 

   なお，文言等の軽微な修正に係る取扱いについては，学長に一任とすることが確認

された。 

また，国立大学法人豊橋技術科学大学事務組織規則については，３月 30日開催の経

営協議会に附議することが確認された。 

 

 

 

 

 

 



（２）地域中核・特色ある研究大学の連携による産学官連携・共同研究の施設整備事業 

の申請について 

   若原副学長から，資料「審議２」に基づき，令和４年度補正予算地域中核・特色あ

る研究大学の連携による産学官連携・共同研究の施設整備事業における申請内容の概

要について説明があり，審議の結果，原案のとおり承認された。 

   なお，本件に係る今後の修正及び文部科学省への提出等に係る取扱いについては学

長に一任とすることが確認された。 

 

（３）職業実践力育成プログラム（ＢＰ）として認定されたプログラムの廃止について 

   若原理事から，資料「審議３」に基づき，職業実践力育成プログラム（ＢＰ）とし

て認定されたプログラム「安全安心地域共創リサーチセンター 東三河防災カレッジ」

の廃止について説明があり，審議の結果，承認された。 

なお，本件については，本日開催の代議員会に附議することが確認された。 

 

〔報告事項〕 

（１）2023年度役職員及び委員会委員等について 

   学長から，資料「報告１」に基づき，2023年度役職員及び委員会委員等について，

報告があった。 

なお，本件について，３月 30日開催の経営協議会及び役員会に報告することが確認

された。 

 

（２）令和５(2023)年度学内予算編成について 

   学長及び会計課長から，資料「報告２」に基づき，同日開催の戦略企画会議におい

て承認された令和５(2023)年度学内予算編成方針及び令和５（2023）年度当初予算に

ついて，報告があった。 

なお，本件について，３月 30日開催の経営協議会及び役員会に附議することが確認

された。 

 

（３）公開見積り合わせ制度の導入について 

   会計課長から，資料「報告３」に基づき，公開見積り合わせ制度の導入に伴う，国

立大学法人豊橋技術科学大学契約事務細則の一部改正及び国立大学法人豊橋技術科学

大学公開見積り合わせ実施要領の制定について，報告があった。 

 

（４）2022年度名古屋国税局税務調査について 

   会計課長から，資料「報告４」に基づき，11月７日から 11 月 18日に実施された 20

22年度名古屋国税局税務調査について，２月３日に名古屋国税局より最終調査結果の

説明があり，納付修正申告等を行った旨報告があった。 

なお，本件について，３月 30日開催の経営協議会に報告することが確認された。 



（５）令和４年度収容定員の充足状況による国庫納付について 

   会計課長から，資料「報告５」に基づき，令和４年度収容定員の充足状況が 90％を

下回ることに伴う，運営費交付金の国庫納付について，報告があった。 

   併せて，令和５年度についても同様の状況となることが予想される旨説明があり，

共有された。 

 

（６）SDGs 戦略及び推進マニュアルの策定について 

  若原理事から，資料「報告６」に基づき，本学が取り組む SDGsを社会に共有し，よ

り一層活動を推進するため「SDGs 戦略及び推進マニュアル」を策定したことについ

て，報告があった。 

   併せて，各系長及び総合教育院長に対し，SDGs戦略及び推進マニュアルについて

は，本会議終了後，大学公式ウェブサイトにて掲載するため，各部局の構成員に周知

いただきたい旨依頼があった。 

 

（７）高度専門職の選考について 

   若原知事から，資料「報告７」に基づき，２月 28日開催の人事委員会において承認

された以下の高度専門職の選考結果について，報告があった。 

  ア 研究推進アドミニストレーションセンター 特定専門員（研究支援職員） 

    井垣 通人 氏 

  イ 研究推進アドミニストレーションセンター 特定専門員（研究支援職員） 

     森 昌吾 氏 

 

（８）国立大学法人豊橋技術科学大学における情報の格付け及び取扱制限に関する要領の

制定について 

   鈴木情報・知能工学系副系長から，資料「報告８」に基づき，国立大学法人豊橋技

術科学大学における情報の格付け及び取扱制限に関する要領の制定したことについ

て，報告があった。 

 

（９）競争的研究費における制度改善について 

研究推進・社会連携課長から，資料「報告９」に基づき，競争的研究費における制

度改善について，報告があった。 

 

                                以 上 


